
1.入力したら、セル

範囲を指定して、
右クリック

2.ミニツールバー

が表示されるの
で、罫線から格
子をクリック。



3.任意のセルをアクティブ

にし、数式から、関数の
挿入をクリック。

4.関数の挿入ダイ

アログが表示され
るので、

VLOOKUP
を選ぶ。





5.検索値にＦ3、範囲に$A$2:$D$12、列番号に2、検索方

法にｆａｌｓｅと入力する。

6.Ｇ3のセルにワードと入力されました。

7.検索値とは、Ｆ3のセルの番号1のことです。
範囲とは、Ａ2セルから、Ｄ12セルまでのことです。

＄マークで、挟まれているのは、絶対参照で、セル範囲
を固定することを指します。絶対参照は、Ｆ4キーで、設
定できます。（範囲を選択してからＦ4キーを押すと、上記

のように表示される。）
絶対参照とは、ここから、ここまでのセル範囲を絶対的
に参照する（固定する）という意味があります。
（※反対に相対参照という言葉もあります。）
列番号に2を入力したのは、教科の列が、番号の列より、
2番目にあるからです。
検索方法にfalseを入力したのは、検索値が完全に一致
するデータがある場合データが抽出されるために、入力
しました。（Ｆａｌｓｅ＝0でも、ＯＫです。エラー値の場合、
[#N/A]が戻り値として返されます。）



8.それでは、実践問題として、列３番目の授業料（1時間出

張）の値を関数を用いて、値を出してみましょう。

9.以上が、答えになります。

検索値・範囲・検索方法は先ほどと一緒ですが、列番号だ
けは、番号の列から、3番目の列を参照するので、3と入力

します。

10.Ｈ3に１５００円と表示されました。

11.次に、Ｆ3に2、3、4、5、6、7、8、9、10、11と入力してみ

ま
しょう。



12.このように表示されました。

13.お分かりですか、VLOOKUP関数とは、検索するた

め
の関数なのです。


